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別紙様式５（その 1） 

抽 出 事 案 説 明 書 

（担当部局名：総務部総務室） 

入 札 方 式 一般競争入札（施工体制確認型総合評価落札方式） 

工 事 名 高田地区海岸砂浜再生（本格施工）工事 

工 事 種 別 土木一式工事 

工 事 概 要 施工延長 1,000ｍ、突堤工２基、養浜工 264,300ｍ3、汚濁防止工 1,300ｍ 

入 札 参 加 

資 格 

 
１ 施工形態 ２者の構成員からなる任意に結成された特定共同企業体（以下「ＪＶ」

という。）（最低出資比率 30％以上）又は単者 

２ 個別要件  ※単者の要件は、２者ＪＶ代表者に同じ。 

条              件 

格 付 ・ 許 可 土木一式工事    特定建設業許可 

地 域 代表者及び非代表者とも付さない 

施
工
実
績 

期 間 平成 14年４月１日～平成 29年６月 30日 

工 事 

内 容 

代表者は海中工事（船舶等を使用する工事でしゅんせつ工事以外の

もの又は水面下零メートル以下の潜水士による作業を伴う工事をい

う。以下同じ。）を施工した実績 

非代表者は付さない 

形 態 
代表者は元請（ＪＶ施工の場合は代表者として施工したもの） 

非代表者は付さない 

技
術
者 

資 格 

代表者、非代表者とも、１級土木施工管理技士又はこれと同等以上

の資格を有する者で、土木工事業に関する監理技術者資格者証及び

監理技術者講習修了証を有する者 

経 験 
代表者は元請として海中工事を施工した経験 

非代表者は付さない 

経営事項審査
結果に係る総
合評定値（土
木一式工事） 

代表者は 1,200点以上 

非代表者は 850点以上 

 

入札参加資

格設定の経

緯及び理由 

 
１ 施工形態 

「特定県営建設工事の請負契約に係る競争入札参加者の資格等に関する取扱要領」第

３では構成員は３者以内を原則としているが、専門性が高い工事であることを考慮し、

同種工事の過去の事例（H28）及び本工事に先立って施工した試験施工工事（H27、予定

価格５億円以上ＷＴＯ未満）では、２者ＪＶ（出資比率 30％以上）又は単体の混合入札

として要件設定しており、本案件についても同様の設定とした。 

２ 個別要件 

 (1) 地域要件 

   特定調達契約に係る一般競争入札であることから、地域要件は付さない。 
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 (2) 施工実績要件 

  ア 代表者は、設定基準別紙４の１で別に定める「条件付一般競争入札施工実績要件

（例）一覧表」及び過去の事例を参考に設定した。 

    また、非代表者は、県内業者の参入促進と技術移転の観点から施工実績を求めな

いこととした。 

  イ 受注形態は、設定基準別紙４の注６及び過去の同種工事の事例を参考に、代表者

は元請（ＪＶ施工の場合は代表者）とした（非代表者は上記アにより設定なし。）。 

 (3) 技術者資格要件 

  ア 設定基準別紙４の２(2)①及び過去の事例を参考に、代表者及び非代表者共に１級

土木施工管理技士及び監理技術者資格を有する者とした。 

  イ 技術者の施工経験は、設定基準別紙４の２(2)①及び過去の事例を参考に、代表者

は、企業としての施工実績と同様の施工経験とし、非代表者は、上記(2)ア同様、施

工経験を求めないこととした。 

 (4) 経営事項審査結果に係る総合評価値 

   過去の同種工事における事例を参考に、代表者は 1,200点以上とし、非代表者は 850

点以上としたこと。 

入 札 参 加 
資 格 確 認 
申 請 者 数 

14 ＪＶ（者） （参入見込： 32 ＪＶ（者）） 

入札参加者数 13 ＪＶ（者） 無資格者数  なし 

契 約 金 額 
2,360,301,081円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税額 174,837,117円） 

無資格理由の説明（無資格とされた

業者がある場合のみ記入） 
 

入札の経緯

及 び 結 果 

１ 要件設定審議会 平成 29 年  ６月 ２日 

２ 公告 平成 29 年  ６月 13 日 

３ 参加申請・技術提案書の受付期限 平成 29 年  ６月 30 日 

４ 資格基本事項確認通知 平成 29 年  ７月 7 日 

５ 入札 平成 29 年  ８月 21 日 

６ 開札 平成 29 年  ８月 22 日 

７ 落札決定 平成 29 年  ８月 24 日 

８ 仮契約締結 平成 29 年  ９月 14 日 

９ 契約締結 平成 29 年  10 月 10 日 

 












